
内閣府認証 特定非営利活動法人 日本ベトナム平和友好連絡会議（日越友好連）
NPO Japan Vietnam Peace and Friendship Promotion Council

http: // i fcc1985.com　info@ifcc1985.com
会費／正会員：（個人）5,000円 （団体）50,000円 口座名／日本ベトナム平和友好連絡会議
◎郵便振替 00110－2－188872 ◎三菱東京UFJ銀行・江戸川橋支店（普通）1215225
◎ゆうちょ銀行・〇一九（ゼロイチキュウ）店（当座）0188872

第31号 2011年7月

− 1−

五
月
二
一
日
（
土
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
第
四
回
通
常
総
会

が
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
大
西
理
事
長

を
議
長
に
選
出
し
、
提
案
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度
事
業
報
告
、
二

〇
一
一
年
度
事
業
計
画
、
二
〇
一
〇
年
度
事
業
会
計
収
支
実
績
お

よ
び
二
〇
一
一
年
度
事
業
会
計
収
支
計
画
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は「
ク
チ
ア
ン
省
で
の
奨
学
金
が
三
期
目
を
迎
え
、

医
療
器
具
支
援
も
進
め
て
い
ま
す
。
東
広
島
市
と
ク
チ
ア
ン
省
と

の
姉
妹
都
市
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ネ
ッ
ト
で
の
小
学
校
間

の
教
育
交
流
も
考
え
て
い
ま
す
」（
赤
木
さ
ん
・
広
島
）「
昨
年
法

人
化
し
ま
し
た
。
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
、
古
本
を
集
め

書
架
を
整
え
る
こ
と
や
文
具
を
届
け
た
り
、
里
親
支
援
活
動
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
」（
道
下
さ
ん
・
時
遊
人
）「
ベ
ト
ナ
ム
の
大

学
図
書
館
に
日
本
関
係
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い
と
本
を
集
め
て

い
ま
す
」（
平
松
さ
ん
・
埼
玉
）
な
ど
各
地
の
貴
重
な
活
動
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、「
松
浦
正
美
副
会
長
、
細
谷
久
美
子
会
員
の
〝
平

和
・
友
好
・
民
族
〟
勲
章
授
与
と
平
松
伴
子
会
員
『
世
界
を
動
か

し
た
女
性
グ
エ
ン
・
テ
イ
・
ビ
ン
』
出
版
を
慶
び
合
う
集
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

村
山
富
市
会
長
は
、
昨
年
一
〇
月
ハ
ノ
イ
遷
都
一
〇
〇
〇
年
記

念
式
典
に
向
か
う
途
上
バ
イ
ク
の
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
参
加
で

き
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ふ
れ
「
ベ
ト
ナ
ム
は
青
年　

未
来
の

国
で
す
。
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流　

信
頼
を
深
め
る
こ
と
は

ア
ジ
ア
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

グ
エ
ン
・
フ
ー
・
ビ
ン
大
使
は
、
冒
頭
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
の
哀
悼
と
お
見
舞
い
の
意
を
示
し
て
「
ベ
ト
ナ
ム

の
人
は
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
必
ず
復
興
す
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
の
日
本
か
ら
の
支
援
に
一
つ
で
も
恩
返
し
し
よ

う
と
全
国
規
模
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

「
集
い
」
は
、
短
時
間
で
し
た
が
明
治
大
学
に
留
学
し
た
オ
ワ

ン
さ
ん
も
交
え
て
交
流
・
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

各
地
で
根
付
く
友
好
の
絆

　
　

〜
第
４
回
通
常
総
会
開
催
〜

右下：挨拶されるグエン・フー・ビン大使
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【
組
織
活
動
】

二
〇
一
〇
年
度
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
活
動
開
始
一
〇
年
目
を
迎

え
こ
と
も
あ
り
、
盛
り
沢
山
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
解
放
・
統

一　

三
五
周
年
記
念
行
事
に
招
待
を
受
け
、
村
山
富
市

会
長
、
鎌
田
篤
則
副
理
事
長
が
訪
越
し
ま
し
た
。

②
、
第
三
回
総
会
に
合
わ
せ
て
、
二
〇
一
〇
年
五
月
一
九

日
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
一
〇
周
年
の
集
い
を
開
催
し
、
多
く

の
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
は
ハ
ノ
イ
遷
都
一
〇
〇
〇
年

記
念
行
事
に
村
山
会
長
を
団
長
に
訪
問
団
を
派
遣
し
ま

し
た
。

④
、
こ
の
間
の
友
好
活
動
に
於
い
て
、
松
浦
正
美
副
会
長
、

細
谷
久
美
子
会
員
が
ベ
ト
ナ
ム
友
好
委
員
会
連
合
（
ホ

ン
会
長
）
よ
り
「
平
和
・
友
好
・
民
族
」
名
称
勲
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
今
年
の
四
月
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
友

好
委
員
会
連
合
か
ら
「
友
好
活
動
貢
献
・
賞
状
」
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
各
県
で
の
組
織
結
成
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
が
、
埼
玉
県
で
準
備
会
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

⑥
、
会
員
は
新
規
一
二
件
（
個
人
九
、
団
体
一
、
賛
同
個

人
一
、
賛
同
団
体
一
）
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
二
〇
一

〇
年
度
は
都
合
一
二
〇
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
県
の
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
と
の
関
係
整
理
が
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。

⑦
、
会
報
（
ホ
ア
ビ
ン
レ
ポ
ー
ト
）
を
二
回
発
行
、
会
員

連
絡
報
を
二
回
発
行
、
常
任
理
事
会
は
三
回
持
っ
て
き

ま
し
た
。

【
事
　
業
】

１
、
教
育
支
援
事
業
（
１
）
―
―
少
数
民
族
出
身
高
校
生

奨
学
金
支
援

ハ
タ
イ
省
バ
ー
ヴ
イ
―
県
で
の
奨
学
金
事
業
は
二
〇
〇

九
年
度
で
終
了
し
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
最
後
の
卒
業

生
二
〇
人
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
延

べ
六
三
人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
期
生
二
三

人
（
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
八
年
）、
二
期
生
二
〇
人

（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
〇
九
年
）、
三
期
生
二
〇
人
（
二

〇
〇
七
年
～
二
〇
一
〇
年
）

フ
ゥ
ー
ト
省
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

主
管
に
し
て
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
一
期
一
五
人
×
三
カ

年
を
三
期
（
二
〇
一
〇
年
度
開
始
）
ま
で
の
計
画
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
度
も
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度
～
開
始
さ
れ
た
ク
ア
ン
チ
省
（
広
島
ベ

ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
が
主
管
）、
ニ
ン
ビ
ン
省
（
財

団
法
人
・
時
遊
人
が
主
管
）
も
二
期
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

２
、
教
育
支
援
事
業
（
２
）
―
―
村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日

本
語
学
校

二
〇
一
〇
年
度
は
、
二
〇
〇
七
年
開
設
時
に
開
始
し
た

三
か
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
年
と
な
り
、
二
〇
一
〇

年
五
月
二
三
日
、
一
期
生
の
修
了
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
卒
業
生
は
三
二
人
。
今
年
も
二
期
生
の
修
了
式
が

来
る
五
月
二
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
期
修
了
生
の
二
人
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
日
本
留
学

し
ま
し
た
。
内
、
一
名
は
村
山
日
本
語
学
校
推
薦
。

現
在
、
高
校
生
ク
ラ
ス
八
三
人
、
社
会
人
ク
ラ
ス
五
〇

人
、
教
師
五
人
、
非
専
任
二
人
、
日
本
人
教
師
一
人
。

三
カ
年
を
経
て
、
自
立
的
運
営
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
第
三
回
総
会
で
確
認
に
基
づ
き
、
次
期
三

カ
年
計
画
を
策
定
、
継
続
し
て
援
助
し
て
い
く
た
め
に

「
日
本
語
修
学
高
校
生
育
英
基
金
」
を
創
設
し
て
き
ま

し
た
。
基
金
は
目
標
額
に
未
達
で
す
の
で
、
今
年
も
継

続
し
て
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

３
、国
際
協
力
事
業
（
１
）
―
―
枯
葉
剤
被
害
者
支
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
追
跡
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
そ
れ
で
も
私

は
い
き
て
ゆ
く
』
で
の
上
映
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
呼

び
掛
け
、
二
〇
一
〇
年
度
中
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
英
語
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
鈴
木
伊
織
さ
ん
、

富
山
栄
子
さ
ん
の
協
力
で
制
作
さ
れ
、
日
本
以
外
へ
の

広
が
り
を
期
待
で
き
ま
す
。

４
、
国
際
協
力
事
業
（
２
）
―
―
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
へ

の
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

タ
イ
ビ
ン
省
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
の
「
自
立
支
援
作
業
場

開
設
」
の
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
廃
品
ビ
ニ
ー

ル
再
利
用
「
エ
ビ
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の
製
作
に
始
ま
っ
た

活
動
が
、
刺
繍
製
品
製
作
な
ど
へ
も
広
が
り
少
し
ず
つ

形
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
購
入
援
助
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
も
、
年
間
２
回
の
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
慰
問
団
派

遣
（
二
〇
一
〇
年
五
月
、
一
二
月
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ウ
オ
ー

タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
共
催
で
タ
イ
ビ
ン
リ
ハ
施
設
を
慰
問

（
二
〇
一
〇
年
八
月
）
し
ま
し
た
。

「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
生
産
場
設
置
の

条
件
が
整
う
ハ
ノ
イ
北
方
バ
ク
ニ
ン
省
で
、
枯
葉
剤
爆

弾
被
害
者
を
対
象
と
し
た
紙
廃
品
に
よ
る
「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
・
カ
ッ
プ
」
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
す
る
た

め
、
現
地
を
視
察
（
二
〇
一
〇
年
八
月
）
し
て
き
ま
し

た
が
、
具
体
化
の
た
め
の
資
金
調
達
の
目
途
が
立
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
事
業
報
告
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５
、
国
際
協
力
事
業
（
３
）
―
―
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

二
〇
一
〇
年
度
は
西
日
本
を
中
心
に
一
五
カ
所
で
開
催

（
有
料
一
二
回
）。
年
々
、
開
催
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
は
「
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
大
き
な
活
動
の
柱
に
な
っ
て

い
ま
す
。

６
、
国
際
交
流
事
業
（
１
）
―
―
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
い
け
ば
な
作
家
・
州
村
衛
香

さ
ん
の
協
力
で
三
回
目
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ハ
ノ
イ
の
博
物
館
で
開
催
。
良
好

な
反
響
を
得
て
、
継
続
し
た
日
越
文
化
交
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。

７
、
国
際
交
流
事
業
（
２
）
―
―
村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日

本
語
学
校
高
校
生
夏
季
日
本
研
修

学
生
六
人
、
引
率
一
名
で
二
〇
一
〇
年
六
月
に
実
施
。

昨
年
度
の
引
き
続
き
「
川
越
ベ
ト
ナ
ム
平
和
と
福
祉
の

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
協
力
い
た
だ
き
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
日
本
研
修
は
、
日
本

語
学
校
の
高
校
生
の
日
本
語
学
習
へ
の
手
助
け
と
し
て

意
義
あ
る
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
一
回

目
の
研
修
生
の
内
二
人
が
、
二
〇
一
年
四
月
、
日
本
留

学
と
な
り
ま
し
た
。

８
、
国
際
協
力
事
業
（
４
）
―
―
会
員
及
び
企
業
の
交
流

支
援
事
業
及
び
事
業
展
開
へ
の
協
力

①
二
〇
一
〇
年
一
二
月
の
「
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ベ
ト
ナ
ム
側
ス
ポ
ン
サ
ー
・
ビ
ン

ミ
ン
社
の
「
ハ
ノ
イ
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力

し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
は

ハ
ノ
イ
市
共
産
党
・
日
本
農
業
視
察
団
を
受
け
入

れ
、
村
山
会
長
と
の
応
接
会
談
、
藤
沢
市
の
表
敬
な

ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

②
団
体
会
員
企
業
・
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
社
の
ハ
ノ

イ
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
展
開
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。

③
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
の
ク
ア
ン
チ
省
訪
問

団
派
遣
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。

④
大
分
人
材
育
成
・
地
域
文
化
交
流
協
会
の
ア
セ
ア
ン

女
性
会
議
参
加
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。

⑤
長
野
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
の
友
好
訪
問
団
（
二
〇
一

〇
年
一
二
月
）
の
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
総
同
盟
、
ニ
ン

ビ
ン
省
友
好
委
員
会
な
ど
の
訪
問
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。

⑥
会
員
・
平
松
伴
子
さ
ん
の
『
世
界
を
動
か
し
た
女
性

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ビ
ン
』
の
発
行
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。
な
お
、
平
松
さ
ん
か
ら
は
印
税
を
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ

へ
寄
付
す
る
旨
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

【
組
織
活
動
】

二
〇
一
一
年
度
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
活
動
開
始
一
一
年
目
と
な

り
ま
す
。
微
々
た
る
歴
史
で
す
が
、
期
待
が
広
が
る
と
と

も
に
課
題
も
山
積
し
て
き
ま
し
た
。
身
の
丈
に
沿
い
な
が

ら
、
一
つ
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
、
支
部
（
あ
る
い
は
友
誼
関
係
組
織
）
づ
く
り
を
促
進

し
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
地
方
と
の
友
好
関
係
あ
る
い
は
縁

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
、
昨
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
政
府
Ｎ
Ｇ
Ｏ
委
員
会
に
Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
は
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③
、
会
員
拡
大
を
す
す
め
、
基
本
的
に
会
費
を
も
っ
て
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
展
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
支
部
（
あ
る
い
は
友
誼
関
係
組
織
）
結
成

促
進
と
の
会
員
拡
大
に
か
か
わ
る
、
二
重
会
費
の
問
題

を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
、会
報
『
ホ
ア
ビ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
年
二
回
、『
会
員
連
絡
』

年
二
回
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

【
事
　
業
】

１
、
教
育
支
援
事
業
（
１
）
―
―
少
数
民
族
出
身
高
校
生

奨
学
金
支
援

フ
ゥ
ー
ト
省
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

主
管
に
し
て
第
四
期
奨
学
金
を
す
す
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
も
呼
び
掛
け
て
か
け
て
い
き
ま
す
。

ク
ア
ン
チ
省
、
ニ
ン
ビ
ン
省
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
主
管
団

体
を
窓
口
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
支
部
あ
る
い
は
友
誼
関
係
組
織
の
ベ
ト
ナ
ム

側
地
方
と
の
縁
組
を
す
す
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
奨
学
金
支

援
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

２
、
教
育
支
援
事
業
（
２
）
―
―
村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日

本
語
学
校

昨
年
協
議
し
て
き
ま
し
た
、
次
期
三
カ
年
計
画
に
基
づ

く
「
日
本
語
修
学
高
校
生
育
英
基
金
」
を
も
っ
て
支
援

を
継
続
し
、
学
校
運
営
の
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
基
金
が
目
標
額
に
未
達
成
で
す
の
で
、
継
続
し

て
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

卒
業
生
の
日
本
留
学
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

３
、国
際
協
力
事
業
（
１
）
―
―
枯
葉
剤
被
害
者
支
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
追
跡
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
そ
れ
で
も
私

は
い
き
て
ゆ
く
』
で
の
上
映
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
継

二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画
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続
し
て
い
き
ま
す
。

４
、国
際
協
力
事
業
（
２
）
―
―
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

タ
イ
ビ
ン
省
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
、
こ
れ
ま
で
の
廃
品
ビ

ニ
ー
ル
再
利
用
「
エ
ビ
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
製
作
を
支
援
に

加
え
て
、
刺
繍
絵
製
作
支
援
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
日
本
各
地
の
名
所
旧
跡
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

刺
繍
絵
製
作
・
買
取
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、慰
問
団
派
遣
、及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参
考
に
「
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

５
、
国
際
協
力
事
業
（
３
）
―
―
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

二
〇
一
一
年
度
は
東
日
本
を
中
心
に
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
今
年
は
、
企
画
趣
旨
を
変
更
し
、「
東
日
本
地
震

被
災
者
支
援
」
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
側
が
友
好
慰
問
す

る
形
を
と
り
ま
す
。

６
、
国
際
交
流
事
業
（
１
）
―
―
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
三
回
目
を
実
施
し
ま
す
。

同
時
に
、
頓
挫
し
て
い
る
「
い
け
ば
な
教
室
」
を
ハ
ノ

イ
で
開
設
で
き
る
よ
う
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

７
、
国
際
交
流
事
業
（
２
）
―
―
村
山
日
本
語
学
校
高
校

生
夏
季
日
本
研
修

三
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
体
験
者
が
日
本
留
学
す
る
な

ど
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
継
続
し
計

画
し
て
い
き
ま
す
。

８
、
国
際
協
力
事
業
（
４
）
―
―
会
員
及
び
企
業
の
交
流

支
援
事
業
及
び
事
業
展
開
へ
の
協
力

昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員
や
友
好
企
業
な
ど
の
ベ
ト
ナ

ム
と
の
つ
な
が
り
を
手
助
け
し
、
相
互
の
発
展
の
た
め

に
役
立
つ
活
動
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
語
修
学
高
校
生
育
英
基
金
が
発
足
す
る

こ
の
間
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
少
数
民
族

出
身
高
校
生
奨
学
金
」
支
援
を
実
施
し
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
バ
ー

ヴ
イ
県
少
数
民
族
高
校
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
通
年
五
カ
年
の
事
業

が
終
了
、
総
勢
六
三
人
の
学
生
の
支
援
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
、

プ
ゥ
ー
ト
省
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
主
管
）、
ニ
ン
ビ
ン

省
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
時
遊
人
主
管
）、
ク
ア
ン
チ
省
（
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和

友
好
協
会
主
管
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、
同
趣
旨
で
実
施
中
で
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
た
、「
日
本
語
修
学
高
校

生
」
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
二
〇
〇
七
年
九
月
か
ら
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
で
日
本
語
学
校
を
開
設
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

三
カ
年
で
自
立
運
営
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
日
本
語

修
学
高
校
生
へ
の
授
業
費
援
助
相
当
資
金
の
一
部
が
不
足
し
て
い
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
三
カ
年
に
限
定
し
、
育
英
基
金
を
、
協
賛
と
し
て
募
集

す
る
こ
と
に
し
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。

第
一
期
と
し
て
一
、
四
〇
七
、
〇
〇
〇
円
の
基
金
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
村
山
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校
は
、
高
校
生
ク
ラ
ス
八
三
人

に
育
英
基
金
に
よ
る
奨
励
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
一
期
（
二
〇
一
〇

年
九
月
～
二
〇
一
一
年
八
月
）
は
、
基
金
か
ら
一
、
二
七
一
、
七
五
〇

円
の
奨
励
金
を
村
山
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校
に
支
出
し
て
き
ま
し
た
。

設
立
趣
旨
を
維
持
す
る
た
め
、
な
ん
と
か
日
本
語
修
学
希
望
学
生

の
支
援
を
継
続
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
有
料
の
社

会
人
ク
ラ
ス
か
ら
の
収
入
を
基
礎
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
正
常
な

経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
六
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ク
イ
ン
ド
ン
高
校
教
室
に

加
え
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｏ
教
室
を
開
設
し
、
昼
間
の
学
習
希
望
者

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
条
件
を
拡
充
す
る
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

二
期
（
二
〇
一
一
年
九
月
～
）、
三
期
（
二
〇
一
二
年
九
月
～
）

へ
の
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

育英基金で日本語勉強中の高校1年生のクラス

2010年度　収支実績
Ⅰ経常収入の部

Ⅱ経常支出の部

Ⅲその他資金収入の部

Ⅳその他資金支出の部

725,000
3,409,412

0
0
0

13,523
492,045

4,639,980

3,317,744
876,681
25,200
138,848

4,358,473

281,507

0
0

240,000
0

240,000

41,507

206,871

248,378

１、会費収入
２、事業収入
３、補助金収入
４、寄附金
５、借入金
６、貸付金
５、その他の収入

経常収入合計

１、事業費
２、管理費
３、未払い金
4、借入金返済

経常支出合計

経常収支差額

その他資金収入

予備費
長期借入金

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額
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松
浦
正
美
副
会
長
を
団
長
に
し
た
訪
問
団
は

五
月
二
五
日
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
友
好
委
員
会
お

よ
び
枯
れ
葉
剤
被
害
団
体
と
会
い
枯
葉
剤
爆
弾

被
害
の
実
情
を
見
聞
し
た
。

会
談
で
は
枯
れ
葉
剤
障
害
者
団
体
の
事
務
局

長
で
あ
り
、
災
害
部
長
で
あ
り
、
友
好
協
会
の

ス
タ
ッ
フ
」
で
も
あ
る
シ
ュ
エ
ン
（CH

A
U

 
M

IN
H

 SU
Y

EN

）
氏
か
ら
次
の
よ
う
な
概
要

が
報
告
さ
れ
た
。

「
枯
れ
葉
剤
の
状
況
は
お
配
り
し
た
ペ
ー
パ
ー

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ア
メ
リ
カ
は

一
九
七
一
年
ま
で
の
間
に
一
九
九
〇
五
回
、
枯

れ
葉
剤
を
撒
き
、
そ
の
中
に
は
八
〇
〇
〇
万
㍑

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
落
下
さ
せ

た
。全
国
で
四
八
〇
万
人
が
被
害
者
と
な
っ
た
。

こ
こ
ク
ア
ン
ナ
ム
の
四
分
の
三
に
一
九
六
八
年

か
ら
六
九
年
に
か
け
て
何
回
も
投
下
し
た
。
一

九
九
九
年
に
ク
ア
ン
ナ
ム
で
調
査
し
た
被
害
者

は
三
〇
万
人
い
た
。
今
は
も
っ
と
増
え
て
い
る

だ
ろ
う
。
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の
三
つ
の
戦
争
の
激

し
い
と
こ
ろ
で
八
〇
三
八
人
に
及
ぶ
」

「
三
つ
の
県
は
山
側
、海
側
、山
と
海
の
間
で
、

二
〇
〇
八
年
に
再
度
調
査
を
し
た
ら
、
一
六
二

〇
四
人
の
二
倍
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
内
二
世

代
の
人
三
八
〇
八
人
、
三
世
代
の
人
四
〇
七
人

で
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
一
八

郡
市
で
三
五
〇
〇
〇
人
に
な
っ
て
い
た
」

「
今
の
病
気
の
状
況
は
、
多
く
は
ガ
ン
で
働

く
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。
ま
た
子
供
が
生

ま
れ
て
も
ほ
と
ん
ど
異
常
な
子
供
た
ち
で
あ
る
。

例
え
ば
五
人
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
全
員
が
異
常

で
あ
る
」

「
ま
だ
枯
れ
葉
剤
が
残
っ
て
い
る
地
域
が
あ

り
、
戦
争
中
に
一
番
多
く
枯
れ
葉
剤
を
落
と
さ

れ
た
地
域
は
草
だ
け
し
か
生
え
な
い
」

「
三
世
代
の
調
査
は
先
ほ
ど
の
三
県
だ
け
で
、

そ
の
他
は
調
査
し
き
れ
な
い
で
い
る
。
後
、
ど

こ
に
す
む
こ
と
が
出
来
る
か
調
査
を
し
て
許
可

を
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
ク
ア
ン
ナ
ム
の
三

五
〇
〇
〇
人
の
調
査
を
再
度
行
う
と
多
分
倍
に

な
る
だ
ろ
う
。
ク
ア
ン
ナ
ム
は
三
世
代
の
発
生

が
多
い
と
こ
ろ
。
働
く
こ
と
も
出
来
な
い
、
生

活
は
苦
し
い
。
調
査
さ
れ
た
人
は
貧
乏
な
人
た

ち
だ
」

「
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の
人
口
は
一
五
〇
万
人
。

三
県
の
人
口
は
山
側
一
八
二
一
一
八
人
、
海
側

二
八
一
〇
〇
人
、
中
間
四
〇
八
四
八
人
」

「
応
援
す
る
組
織
は
、
政
府
、
人
民
委
員
会
な

ど
で
生
活
を
少
し
だ
け
楽
に
す
る
た
め
の
支
援

を
し
た
。
郡
レ
ベ
ル
で
一
七
箇
所
だ
け
だ
っ
た

枯
れ
葉
剤
団
体
の
支
部
が
、
村
レ
ベ
ル
で
も
一

一
〇
カ
所
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
枯
れ

葉
剤
の
被
害
者
は
一
一
五
〇
〇
人
い
る
。
団
体

に
は
政
府
が
支
援
す
る
企
業
を
呼
ん
で
目
的
を

伝
え
、
産
業
連
合
な
ど
が
募
集
を
し
て
五
〇
万

ド
ル
集
め
た
。
そ
れ
は
枯
葉
剤
被
害
者
の
建
物

を
直
す
資
金
に
し
た
り
、
生
活
で
き
な
い
子
に

少
し
資
金
を
出
す
。
ま
た
仕
事
の
訓
練
も
す
る
」

「
団
体
の
任
務
は
、
人
数
の
公
示
、
戦
争
の

傷
者
も
多
い
し
、
洪
水
な
ど
の
天
災
も
多
い
。

国
内
だ
け
で
は
な
く
国
外
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も

応
援
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
」

「
枯
れ
葉
剤
団
体
に
今
後
援
助
し
て
欲
し
い

こ
と
は
、
建
物
を
つ
く
る
。
生
活
の
資
金
を
援

助
す
る
。
生
活
の
世
話
を
す
る
。
移
動
で
き
る

治
療
器
具
。
リ
ハ
ビ
リ
の
出
来
る
施
設
」

「
枯
れ
葉
剤
に
対
す
る
国
の
補
償
金
は
、
最

高
の
戦
争
に
直
結
し
て
い
た
人
で
、
上
は
一
カ

月
一
七
七
万
ド
ン
、
下
は
一
カ
月
一
二
七
万
ド

ン
。
子
供
の
場
合
は
、
上
で
七
七
万
ド
ン
、
下

で
四
五
万
ド
ン
。
こ
れ
ら
は
三
五
〇
〇
〇
人
の

う
ち
四
〇
〇
〇
人
だ
け
し
か
受
け
取
っ
て
い
な

い
。
戦
争
の
被
害
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
な
い
一

般
的
被
害
者
は
一
カ
月
一
七
万
ド
ン
か
ら
二
二

万
ド
ン
」

「
ク
ア
ン
ナ
ム
に
お
け
る
施
設
は
、
一
般
含

め
て
労
働
省
が
管
理
し
て
い
る
が
、
一
八
の
う

ち
九
カ
所
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
韓

国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
退
役
兵
士
で
ク
ア
ン
ナ
ム
省

に
施
設
を
作
っ
た
。
一
回
八
〇
人
を
募
集
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
リ
ハ
ビ
リ
用
の
治

療
危
機
が
な
い
」

【
シ
ュ
エ
ン
会
長
の
報
告
】

ク
ア
ン
ナ
ム
の
省
都
は
タ
ン
キ
（TA

M　

KY

）

と
言
う
。
こ
こ
の
人
口
は
五
〇
〇
〇
人
だ
が
障

害
省
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
員
は
六
一
四
人

で
、
家
庭
訪
問
し
た
二
家
庭
で
も
登
録
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

シ
ュ
エ

ン
さ
ん
の

と
こ
ろ
は

ご
夫
婦
で

枯
れ
葉
剤

を
受
け
て

い
る
と
い

う
こ
と
を

聞
き
、
直

激
戦
地
ベ
ト
ナ
ム
中
部
で
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
事
情
を
視
察

～
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
訪
問
団
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
を
訪
ね
る
～

細
谷
久
美
子

クアンナム省ディン・バン・チュ副知事を表敬訪問

被害者家庭を慰問

細谷さんとシュエン会長
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接
、
ご
本
人
に
お
話
を
聞
く
。

シ
ュ
エ
ン
さ
ん
は
夫
婦
で
戦
争
時
の
軍
隊
で

ゲ
リ
ラ
で
あ
っ
た
。
政
府
か
ら
の
補
償
金
は
一

カ
月
一
二
〇
万
ド
ン
受
け
取
っ
て
い
る
。
ク
ア

ン
ナ
ム
の
西
方
に
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
五

年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
枯
れ
葉
剤
を
撒
い
た
。
枯
れ
葉
剤
に
よ
る
病

気
は「
糖
尿
病
」「
神
経
障
害
」が
あ
り
、痛
く
て
、

病
院
へ
行
っ
て
治
療
し
薬
を
飲
ん
だ
。「
糖
尿
病
」

に
関
連
し
て
血
圧
が
高
く
な
り
、
心
臓
の
鼓
動

が
早
く
な
る
。
毎
日
、
病
院
に
行
く
。
自
分
は
普

通
の
人
よ
り
お
金
が
あ
る
の
で
病
院
へ
行
け
る
。

妻
も
枯
れ
葉
剤
を
受
け
た
。
今
、
一
カ
月
一

二
〇
万
ド
ン
を
政
府
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。

自
分
は
二
〇
一
〇
年
六
月
か
ら
だ
が
妻
は
二
〇

一
〇
年
の
一
二
月
か
ら
受
け
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
タ
ン
キ
市
の
主
席
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
政
府
か
ら
の
補
償
は
受
け

て
い
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
気
持
ち
は
、
枯
れ
葉
剤

を
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
の
責
任
は
重
い
。
ア
メ

リ
カ
に
対
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
要
求
を
き
ち
ん
と

し
た
ほ
う
が
い
い
。
補
償
さ
れ
て
い
な
い
人
た

ち
に
対
す
る
援
助
を
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を

願
う
。

私
が
聞
き
取
り
を
し
て
い
た
お
相
手
は
、
二

〇
一
〇
年
六
月
ま
で
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
タ
ン
キ

市
の
主
席
を
担
っ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
。
し
か

し
本
当
に
丁
寧
に
お
話
し
く
だ
さ
り
感
謝
の
一

言
で
あ
る
。

そ
の
前
に
、
二
か
所
の
枯
葉
剤
被
害
家
庭
を

慰
問
。
最
後
に
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
政
府
に
副
主

席
を
表
敬
し
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
を
後
に
し
た
。

プ
ゥ
ー
ト
省
少
数
民
族

　
　
高
等
学
校
奨
学
生

初
め
て
の
卒
業

五
月
二
三
日
、
ハ
ノ
イ
か
ら
二
時
間
三
〇
分

か
け
て
、
一
〇
時
三
〇
分
に
は
プ
ゥ
ー
ト
省
の

学
校
へ
着
き
ま
し
た
。
早
々
に
、
式
の
会
場
に

入
り
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
学
生
た
ち
が
ム
ン
族
の
踊
り
を
披

露
。
着
物
も
勿
論
ム
ン
族
の
も
の
で
す
。
こ
こ

は
ム
ン
族
の
人
が
多
い
と
の
こ
と
。

音
楽
を
演
奏
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
ザ
オ
族
、

ム
ン
族
、
カ
ラ
フ
ン
族
と
プ
ゥ
ー
ト
省
に
集

ま
っ
て
い
る
民
族
の
人
々
で
す
。

フ
副
校
長
か
ら
は
、
プ
ゥ
ー
ト
省
の
優
秀
学

生
の
名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
え
ま
し
た
。

ミ
ー
校
長
の
講
評
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
式
の
儀

式
で
『
旅
立
ち
の
太
鼓
』
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま

し
た
。

卒
業
生
のN

guyÔ
n T

hÞ H
oa

さ
ん
が
三

年
生
の
一
二
〇
人
、
そ
し
て
奨
学
生
四
五
人
を

代
表
し
て
御
礼
の
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
参
加
し
た
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の

人
た
ち
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
勉
強
し
て
い
る
学
生
に
援
助
を
続
け
て
い
た

だ
け
た
ら
、
も
っ
と
頑
張
れ
る
力
に
な
る
。
私

た
ち
は
こ
の
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

残
っ
て
い
る
学
生
は
先
生
方
の
下
で
頑
張
っ
て

勉
強
し
て
欲
し
い
」

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
松
浦
副
会
長
が
来
費
と
し
て
挨
拶

し
、
最
優
秀
学
生
のH

oa

さ
ん
に
報
奨
金
（
二

〇
〇
ド
ル
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
別
室
で
卒
業
奨
学
生
一
五
人
と

の
交
流
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
か
ら
の
記
念
品

や
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
お
土
産
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
三
年
間
の
想
い
出
や
、
こ
れ
か

ら
進
路
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
に
聞
い
て
い
き

ま
し
た
。
一
五
人
が
、
全
員
進
学
を
希
望
し
、

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
聞
い
て
松
浦
副
会
長
は
「
少
し
の

お
金
だ
が
支
援
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と

シ
ミ
ジ
ミ
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ

日
本
語
学
校
第
二
期
生
修
了
式

第
二
期
生
（
二
〇
〇
八
年
九
月
入
学
）
の
修

了
式
は
、
教
室
で
お
こ
な
わ
れ
、
在
校
生
、
父

母
含
め
て
満
席
状
態
で
し
た
。

ト
ア
ン
副
校
長
の
開
会
宣
言
で
式
が
開
会
さ

卒業を迎えた奨学生と

ホアさんに報奨金を渡す松浦副会長

第二期修了生18人
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れ
、
式
の
先
立
ち
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
選
抜
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
『
桃
花
芸
術
団
』
の
素
晴
ら
し
い
歌
と
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ル
オ
ン
校
長
が
以
下
の
よ
う
に
在
学
中
の
講

評
を
行
い
ま
し
た
。

「
昨
年
の
二
〇
一
〇
年
は
卒
業
し
た
三
年
生

三
五
人
の
う
ち
、一
人
は
明
治
大
学
に
留
学
し
、

も
う
一
人
が
大
分
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
留
学
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
夏
、
二
〇
一
〇
年
夏
、
一
五
人
が

夏
期
日
本
研
修
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
修
了
生
は
、
昼
間
は
高
校
で
学
び
、

夜
は
こ
の
日
本
語
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。ご
両
親
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
す
る
一
八
人
の
学
生
は
、
日
本
の
知
識

を
生
か
し
て
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
役
に
立
つ
人

材
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
学
生
諸
君
、
あ

な
た
た
ち
の
人
生
は
、
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。『
今
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
』
と
呼
び
か

け
ま
す
」

そ
し
て
、
今
回
か
ら
、
日
本
式
で
一
八
人
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
賞
状
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
修
了
生
二
人
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
語

と
日
本
語
で
三
年
間
の
思
い
出
が
語
ら
れ
ま
し

た
。―

―
三
年
間
こ
こ
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い

大
変
楽
し
く
、
面
白
か
っ
た
。
先
生
た
ち
の
ご

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
の
学
生

と
も
友
達
に
な
れ
て
大
変
楽
し
か
っ
た
。
日
本

の
文
化
・
習
慣
を
学
ぶ
の
に
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
日
本
は
地
震
と
津
波
で
多
く
の
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ

る
。
奨
学
金
を
下
さ
っ
た
村
山
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本

語
学
校
の
先
生
方
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―
―

在
校
の
一
年
生
二
人
か
ら
は
贈
る
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
し
た
全
員
で
『
一
五
歳
の
あ

な
た
へ
』
を
日
本
語
で
合
唱
し
、
鎌
田
理
事
長

の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

明治大学で、頑張っています。
私　の　名前　は　CHAU　
HUYNH　NGUYEN　
OANH　と言います。ベ
トナム　の出身　です。３
年　前　から、私　は　村山
富市記念 JVPF 日本語学
校で　日本語　を　勉強し
てきました。私は　村山　
日本語　学校　の学生　でした。今　私　は　明治大学
　の　国際日本学部　の　一年生　で、日本　の　文化
　とか　日本　の　経済　に　ついて　勉強しています。
日本語　も　専門　も　まだまだ　なので、一生懸命
　勉強しています。
日本　にきてから、色々　な　場所　へ　いったりし
て、とても勉強になりました。今　私　は　平松　伴
子　さん　の　お家　に　住んでいます。ホームステ
イ　する　こと　は　とても　面白い　です。たくさん
　こと　を経験してきました。　例えば、習慣　の　
違い　です。JVPF　の　皆　さん　に　色々　な　お世
話　に　なっている　ので、私　は　頑張っています。

CHAU HUYNH NGUYEN OANH

立命館アジア太平洋大学に留学しました。
こんにちは、私は　Nguyen Thi Thuy Tien　と申します。
一年前、私は村山の日本語学校を卒業しました。村山学校の学生の時、日
本語をたくさん勉強しました。村山学校の先生たちのおかげで、今、日本に、
別府で、勉強することができました。今、立命館アジア太平洋大学の学生
です。英語で勉強していますけど、日本語も毎日勉強して、日本人と話し
ています。大学には外国人と日本人が多いです。アメリカとかアフリカから、
みんなが日本語をいっしょに勉強して、話していますから、とても楽しい
です。私も日本人の友達がたくさんいます。ときどき、国の料理をいっし
ょに作ります。日本人はとても親切だと思います。日本の生活は安全です
から、日本が大好きです。はじめて日本語を話す時、ちょっと心配になっ
て、何も話せませんでした。今、大丈夫です。バスの乗り方も分かりました。
今年八月から、日本人の家族と私の先輩
いっしょに住むつもりです。楽しそうで
す。もうちょっと日本語を練習すること
ができます。
わたしの今があるのは、先生たちのおか
げです。村山様、どうもありがとうござ
いました。鎌田先生、どうもありがとう
ございました。Tung 先生と Luan 先生、
どうもありがとうございました。先生と
在校生のご健康を祈念し、学校の伝統が
次の学生たちに引き継がれることを希望
しています。

Nguyen Thi Thuy Tien

はじめて日本式の修了式を行った。名前を読み上げるルオン校長

大分で村山会長、佐藤副会長も歓
迎。Tienさんは後方中央
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ベ
ト
ナ
ム
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

東
日
本
震
災
支
援

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
政
府
が
初
め
て
の
こ
と

と
い
う
ほ
ど
に
、
草
の
根
で
国
民
的
な
運
動
と

し
て
、
支
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
訪
問
団
が
ハ
ノ
イ
を
訪
れ
た
五
月
二
四

日
、
ハ
ノ
イ
市
友
好
委
員
会
連
合
は
、
会
員
企

業
の
賛
同
を
募
り
、
二
二
万
円
の
支
援
金
を
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
へ
託
し
ま
し
た
。
当
日
の
授
与
式
に
は

在
ハ
ノ
イ
日
本
国
大
使
館
か
ら
広
報
文
化
班
の

高
橋
順
一
氏
も
列
席
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
、
こ
の
支
援
金
と
ベ
ト
ナ
ム
の

人
々
の
気
持
ち
を
直
接
被
災
者
に
届
け
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

枯葉剤爆弾被害者支援と、
東日本大地震被災者支援で

２０１１コンサートを準備中です。

ベトナムから民間大使（アンサンブル）が
被災地を慰問します。

16年目を迎える今年のベトナム民族サンサンブルチャ
リテイコンサートは、これまでのベトナムへの友情の手
を、ベトナムから友情の手を日本の被災者に届けるチャ
リテイコンサートにすることになりました。

●今回の東北地方太平洋沖地震の被災にあたって、これ
まで海外との友好・交流の活動してきましたＩＦＣＣ
国際友好文化センター、日本ベトナム平和友好連絡会
議（ＪＶＰＦ）には、多くのお悔やみと激励が海外か
ら寄せられました。

●ＩＦＣＣとＪＶＰＦは、通算16年目となる『ベトナム・
枯葉剤爆弾被害者支援／自立支援プログラム』のチャ
リティコンサートについて、関係団体、機関と協議し、
継続開催することが日常復帰への活動に繋がっていく
との意味から、2011年度10月に予定しているベトナ
ムアンサンブルコンサートについて取り組んでいくこ
ととし、その企画内容を「東北地方太平洋沖地震被災・
復興支援」を付加し開催することに致しました。

●ベトナム側の友好委員会連合、及び日越友好協会など
から、「これまでの枯葉剤爆弾被害者支援を感謝し、今
回は日本国内の支援に充ててほしい」との申し出をい
ただきました。来日予定のアンサンブルメンバーも、
日本での演奏、演舞を思い新たに希望しています。

ベトナムで『一杯のフォ運動』を計画中です。

フォとはベトナムの米粉で作ったうどんです。1杯、3万
ドン（100円ほど）程度で、ベトナム人は毎日といってよ
いほど口にしている食べ物です。一杯を、被災地に届けよ
うという運動で、高校生が中心となり進める予定です。
また、ホーチミン市の村山記念日本語学校の学生たち

から、見舞いのカードが届けられてきました。
この気持ちを、アンサンブルメンバーが民間大使とし

て被災地に届ける予定です。

コンサートの開催数が不足しています。
ご協力下さい。

今年は、3月11日から諸準備が滞り、開催地確定が遅々
として進んでおりません。しかし、ベトナムの気持ちを
届けるため、そしてこの運動を途切れにようにするため、
ご協力をお願いします。
期日：2011年10月12日～ 10月26日　会場確定優先で

日程調整しています。

掲
示
板

一
、
村
山
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校
の
二
〇
一
一
年

度
夏
期
日
本
研
修
は
東
広
島
で
実
施
予
定
で
し

た
が
、
学
校
側
の
事
情
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

二
、「
子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
水
泳

訓
練
指
導
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
元
水
泳
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
俳
優
の
藤
本
隆
宏
さ
ん
が
、

七
月
一
四
日
、
一
五
日
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
を
訪

れ
ま
す
。

三
、
中
部
の
枯
葉
剤
爆
弾
被
災
支
援
で
ク
ア
ン
ナ

ム
省
訪
問
団
が
七
月
三
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
呼
び
か
け
は
、
平
松
伴
子
さ
ん
、
吉
村
玲

子
さ
ん
。

な
お
、
同
訪
問
団
は
、
ハ
ノ
イ
貿
易
大
学
の
図

書
館
に
日
本
の
図
書
を
寄
贈
予
定
。

四
、
タ
イ
ビ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

枯
葉
剤
爆
弾
被
災
者
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
、
恒
例

の
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
す
。
ツ
ア

ー
期
間
は
八
月
二
〇
日
（
土
）
～
二
四
日
（
水
）。

五
、
日
本
語
修
学
高
校
生
育
英
基
金
・
第
二
期
（
二

〇
一
一
年
九
月
～
二
〇
一
二
年
八
月
）
の
協
賛

金
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

六
、
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
は
ク
ア
ン
・

チ
省
少
数
民
族
高
校
生
奨
学
金
支
援
で
一
一
月

に
訪
問
団
派
遣
予
定
。

七
、
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
一

一
が
、
今
年
の
一
二
月
、
ハ
ノ
イ
で
準
備
さ
れ

ま
す
。

八
、
プ
ゥ
ー
ト
省
少
数
民
族
高
校
生
奨
学
金
の
た

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
一
二
月

に
訪
問
団
を
準
備
中
で
す
。

ハノイ市友好委員会ハイ副会長と協賛企業関係者


